
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

門多 祀(かどた まつり)

ソラリス
ソラリス

UGN支部長A

21

感染

双子

妄想

敵性組織

UGN支部長

男性

28

UGN

0
0
2
6

1
0
0
0

0
1
0
0

1
1
2
6

24
4
4
9
18

1
1 1

四輪 UGN2 1

ジュラルミンシールド 　　 0 6 2

0 0

超血統
川口 三和(かわぐち みと)
梁瀬 颯馬(やなせ そうま)

霧谷雄吾

信頼
信頼
尽力

不安
不安

不信感

コネ:情報収集チーム
コネ:手配師

ジュラルミンシールド
ウェポンケース

14 2

ワーディング

リザレクト

女王の降臨

狂戦士

タブレット

多重生成

戦乙女の導き

奇跡の雫

メモリー

竹馬の友

元気の水

声無き声

★

0

2

7

5

2

5

1

★

★

★

★

-

1d10

5

5

2

3

2

6

オート

気絶時

セットアップ

メジャー

オート

オート

メジャー

オート

視界

-

至近

視界

至近

至近

至近

視界

シーン

自身

単体

単体

単体

3体

単体

単体

自動

自動

自動

RC

自動

自動

RC

自動

-

↓100

ピュア

80↑

リミット

100↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

メジャーかつ自動成功のソラリスエフェクト1つを使用。侵蝕値は合計して上昇。シナリオLv回。

ダイス+[Lv×2]個、C値-1

組み合わせたソラリスエフェクトの射程を視界へ変更。1シーンLv回

タブレットと同時に使用。組み合わせたソラリスエフェクトの対象を[Lv+1]体へ変更。

ダイス+Lv、攻撃力+5

戦闘不能状態を回復。HP+[Lv×5]。自身には使用不可。1シナリオ1回

対象:ダスクテイカー　感情:恐怖

【一人称・二人称】
一人称：俺/私(目上の人に対してのみ)
二人称：お前/アンタ(大人に対してのみ)

【台詞例】
「コードネーム<Refill Dust(リフィル・ダスト)>、門多 祀だ。よろしく」
「まぁ、俺は顔がいいからな。見惚れる気持ちは分からんでもない」
「む、無茶を言うな！俺は顔の良さしか取り柄が無い男だぞ！」
「本当に……部下や仲間にだけは恵まれているよ、俺は」

UGNのS市支部の支部長を務める青年。好物は刺身、苦手なものはモツ鍋。
内面は気弱どころか憶病な物腰ではあるが、それを表に出す事はしない。ここぞという時にはキッチリ自分の役目を果たそうとする。
堂々としているように見えるが、実際には自信の無さを虚勢を張ることで隠しているだけである。
他者の長所や優れた点を見つけて高く評価する事が多い反面、自己評価は極めて低く『自分の顔の良さ』にしか自信が無い。
いざという時は無理やりにでも「落ち着け、落ち着け俺！俺は美形で頭が良くて何でも出来る男だろ！」と自分を鼓舞している場面が多々ある。
そしてビビりである。怖い上司と会話する時とか、めちゃくちゃ緊張している。
支部長としてUGNに尽力しつつも内心では『無能と判断されたら処分されるのではないか』、『ここで無能と判断されたら“自分が居ていい場所”が無くなって
しまう』とヒヤヒヤしている。つねに心には余裕が無い。最近は仕事の疲労をEE【元気の水】で誤魔化し始めている。

『World End Juvenile』にて事件解決後に、桐生嚆矢や他のリベレーターズのチルドレン達の立場を守る為に、とある情報の提示と大きな貸しを返す事を対価に
アッシュ・レドリックをも巻き込み、中枢評議会に乗り込んで進言を行った。(ネタバレは一切ナシ)
その為、かなり噂になっているが本人は「過大評価だ」と頭を抱えている。
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